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小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表

（別紙２－４）　　

当社は総合福祉サービスを展開しており、様々な事業展開を行っています。
当事業所は「ファミリアいしづかの理念」に基づき、馴染みの地域でいつまでも安心・安
全に過ごせるように、家族や地域の人々と共に支援できる関係作りを特徴とする事業所
です。

年に2回、避難訓練を実施している。コロナ禍
前と違うのは、グループホームと別々に避難す
る事や、消毒用品等持ち出し荷物が増えた。

運営推進時、ご家族の意見を頂いている。
地域向け新聞に介護の相談受け付けると載せ
ている。今のところ、相談は無い。

独居で住まわれている利用者の訪問時、雪の
間車を止めさせて頂ける様、民生委員や町内
会長に問い合わせ、確保して頂くことが出来
た。

地域向け新聞を作成し、回覧をして頂いてい
る。

空き時間に施設周りの草取りを行い、整備に
努めた。事業所内の職員休憩室にロッカーを
設置し、片付けを行った。休憩をし易い環境に
なった。

所属会議も書面開催ではあるが、個々に学ん
だ研修を所属会議にて共有を行った。

前回の改善計画に対する取組み・結果

・地域向けの新聞は地域へのPRとして続けて
ほしいと思います。
・努力されている事を実感します。
・今後も続けてほしい。

・「民生委員については、把握できていない
ケースが多い」との事でした。民生委員の業務
内容など知る機会をつくっていただければ身
近に感じられるかと思います。
・今後も続けてほしい。

・コロナ禍で地域や家族が施設と直接かかわ
る機会が減少していると思います。家族、地域
への発信や声かけをお願いします。
・利用者を中心とした共通理解への取組みは
今後も継続して欲しいと思います。

・新しい生活様式に対応した実施方法が今後
通常になると思います。有事に備え日頃から
準備をお願いします。
・コロナ禍での避難訓練実施は苦労な事が多
いと思いますが、利用者の方第一に取り組ん
で下さい。

人

利用者家族

１人

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

意見

・個々に学んだ研修を共有する取り組みは、と
ても良いと思います。次は年１回でも良いの
で、全員が研修に参加できると良いと思いま
す。
・多くの利用者の方の情報を共有するのは大
変な事が多いと思います。

人

近隣事業所

2人

事業所職員

年1回以上、職員全員が研修に参加する。
今後も所属会議にて共有を行う。

・利用者だけではなく職員もすごしやすい工
夫はとても良いと思います。
・今後も環境整備に努め、利用者、職員が動
き易い環境作りをして欲しいと思います。

今回の改善計画

コロナ禍での火災水害を想定し、避難訓練を
実施する。

対面ではなく書面開催であっても、ご家族の
意見を頂き、運営に反映させる。
地域向けの新聞に介護の相談困りごとを受け
付けると発信する。

現在、独居で住まわれている利用者が居る
為、事業所だけでなく民生委員又は、地域の
方々と共に支えていける仕組み作りを目指
す。

地域向けに年3回、ファミリア内の活動を知っ
て頂く新聞を作成し、回覧して頂く。

引き続き、事業所内外の点検、整備を行う。
特に今年は事業所内の利用者、職員が過ご
しやすくする為の整備を行う。

個別研修で個々に学んだことを所属会議にて
共有する。

前回の改善計画

年に2回の火災水害を想定した避難訓練を
実施し、災害対策に備える。
コロナウイルス感染時の訓練を行う。

利用者、家族、地域の方からの意見や苦
情を頂く活動は続け、職員で素早く検討を
行う。

民生委員の業務内容、役割を調べ、情報
共有を行う。

良い気候、季節の時は、積極的に利用者と
散歩に出かけ、ご近所の方と会える機会を
持つ。
今後も、地域向け新聞を作成し、回覧して
頂く。

空き時間に施設周辺の草取りを、可能な時
は利用者を交えて行い、環境整備に努め
る。
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項　　 目

Ｆ．事業所の
     防災・災害対策

Ｅ．運営推進会議を
     活かした取組み

Ｄ．地域に出向いて
     本人の暮らしを
     支える取組み

Ｃ．事業所と地域の
     かかわり

Ｂ．事業所の
     しつらえ・環境

Ａ．事業所自己評価の
　　 確認


